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1. はじめに： 弾性表面波(SAW)の伝搬領域
に導波する光波は，音響光学(Acousto-Optic: AO)

効果によりブラッグ回折され，SAW の周波数分
だけ光周波数シフトを受ける．これまでに，伝
搬減衰を持たないレイリーSAW(R-SAW)と TM

モード導波光の組み合わせにおいて，強い AO

相互作用を得られることが報告されている[1]．
本報告では，光周波数シフトの高周波化を目的
とし， R-SAW よりも高音速な縦型漏洩弾性表
面波(Longitudinal-type Leaky SAW: LLSAW)を用
いた AO ブラッグ回折素子を作製し，その回折
特性を評価した結果について述べる． 

2. AO ブラッグ回折素子の作製： Fig.1 に作
製した AO 回折素子の概略を示す．LLSAW に
対して大きな電気機械結合係数を有する
X36°Y-LN 基板上に，スパッタ法を用いて Ti 膜
(膜厚 500Å)を導波光伝搬部にのみ成膜し，電気
炉を用いて熱拡散(950℃，Ar 雰囲気中，10h)を
行うことにより光導波路層を形成した．⊿ne に
対して 3.8 μm，⊿noに対して 4.0 μm の導波路深
さが得られた．次に，波長 Λ=20 μm，対数 20

対，交叉幅 L=3 mm のすだれ状電極(IDT)対を
Al 蒸着薄膜により形成した． 

3. ブラッグ回折特性の評価： He-Ne レーザ
光(λ=0.633 μm)を Ti 拡散層に入射し，TM また
は TE モード光を導波させた．送信 IDT に RF

バースト信号を印加し，RF 入力周波数を調整す
ることにより R-SAW(187 MHz)と LLSAW(359 

MHz)を励振させ，RF 入力電圧に対する回折／
非回折光の強度をフォトマルで測定した．Fig.2

に R-SAW，LLSAW による回折特性を示す．図
中の実線と破線はモード結合方程式の解である
sin2 関数でフィッティングした曲線である．
LLSAWによる導波光の回折が初めて観測され，
TE0 モードの回折効率は 50 %程度であった．し
かし，R-SAW と比較して，LLSAW による AO

相互作用は弱いものであった． 
また，R-SAWと LLSAWのいずれにおいても，

TMモード光の回折は観測されず，R-SAWとTM

モードで低駆動パワーの AO 相互作用が得られ
るとの 128°YX-LN の報告[1]と異なる結果となっ
た．X36°Y-LN について，モード結合理論[2]を用
いて 100%回折に必要な SAW パワーP100を計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1. Configuration of Ti-diffused planar waveguide-type 

Acousto-Optic Modulator (AOM). 
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Fig. 2.  Measured diffraction efficiency for Ti/X36°Y-LN 

sample. λ = 0.633 μm, Λ = 20 μm. 

 
した．作製した素子の導波路深さにおいて，
R-SAW の場合，TE0，TM0に対しそれぞれ 0.1，
15.7 W と求められ， TE モード光との相互作用
が強いことがわかった．このように，LN のカッ
ト角により低駆動パワーで回折される導波モー
ドが異なることから，LLSAW においても相互
作用の強いLNのカット角の存在が期待される． 

 今後は，LLSAW の低損失化や LN のカット角
の最適化を図り，駆動パワーの低減について検
討する． 
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